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　中国産多収性水稲 品種は 大穂ある い は密穂 で シ ン ク容量が大 き く，高 い 収 量性 を有 し，日本 の
一

般品種

に比 べ 窒素 （N）吸収量が高い こ とが報告 され て い る．一方，こ れ らの 品種 の シ ン ク容 量 を さらに高め る 手

段 と して ，緩効性 肥 料の 施用が考えられ る．本研究で は 中国産多収性 水稲 品種 におけ る N の 吸収 パ タ
ー

ン

お よびそれ に及ぼす緩効性肥料 の 施用効果を明 らか にす る こ とを 目的 と し， 日本型 品種 と比較 した．

　 【材料 と方法饕中国産多収性イ ン ド型 品種 の 揚稲 4 号 （YD ）， 同 日本型品種 の 武育梗 3 号 （WY ）お よび

それ らと出穂 期 が近 い 日本型 品種 ヒ ノ ヒ カ リ（HH ）を供試 し た．各供試品種 の 中苗を高知大学農学部附属暖

地 FSC 水 田に 2006 〜2008年の 5 月 下旬 か ら 6 月上旬 に 1株 2 本で 手植 え移植 し た．施肥処理 区 と し て，　N

成分に 塩安 を用 い 各生 育時期に施用す る CF 区 ， リニ ア 型緩 効性 肥料 を基肥 で 全 量施用す る L 区，シ グモ イ

ド型緩効性 肥料を基肥で 全量施用 する S 区を設 けた （第 1表 ，
2008 年）．2006 年 と 2007 年 の S 区 で は，初期

生育を促 す ために シ グモ イ ド型緩効性肥料の施用量 を減 ら し （基肥 で 691m2）， そ の 代わ り に塩安 を基肥お

よび分 げつ 期にそれ ぞれ 4g お よび 2g！m2 施 肥 した．各処理区 とも乱塊法 2 反復で行 っ た．また，各施肥 区

内 にあぜ なみ で 小 区画 を設 け，重窒素 （
ISN

）で 標識 した 当該肥料を与 えた．出穂 20 日前 （幼穂形成期前

期）， 出穂期お よ び 成熟期にサン プ リン グを行 い ，乾燥，秤量後 に粉砕 し，
i
丶 含有 量 お よび 全 N 含有量 を

15N
トレーサー分析装置 に よ り測定 し た ．成熟期 には収量調査 を行 っ た．

　 【結果 と考察】 2006〜2008年 とも同様の 傾向を示 したた め ， こ こ では 2008年 の 結果 を示す ．（i）成熟期

に お け る N 含有量 は
，

い ずれ の 品種も緩効性肥料に よ っ て増加す る傾向が あ り
，

そ の 増加 は YD と HH で

有意で あ っ た （第 2 表）．こ の こ とは，幼穂形成期ま で の N 吸収量が緩効性肥料区で CF 区よ り有意に高か

っ たた め で あ る．こ れは，幼穂 形成期 ま で の 肥料 由来 N の 吸収量が有意 に増加 した こ とに よるもの で あ り，

土壌由来 N の 吸収量 は増加 しな か っ た （第 3 表）．（2）成熟期 N 含有量 は YD で HH よ り有意に高 く， また

YD の S 区 で 最も高か っ た （第 2表）．こ れ は ，
　YD の N 吸収量 が幼穂 形成期か ら出穂期ま で他 の 品種よ り有

意に高か っ た こ とに よ る．し か し，こ の 時期 の 肥料由来の N 吸収量 は わずか で あ り，YD と HH の 間で 有意

な差がみ られ なか っ た こ とか ら，
こ の 差 は土壌 由来 の N 吸収量が YD で他 の 品種 よ り有意に高か っ た こ と

に起 因す る と考え られ る （第 3 表）．（3）成熟期 に お け る穂 の N 含有量は
，
YD と WY で HH よ り有意に高か

っ た （第 4表）．成熟期に お ける穂 へ の N 分配率 （穂 の N 含有量植 物体全体 の N 含有量 X100 ）は，YD の S

区 を除 き施 肥処理 間 で 顕著 な差はみ られ なか っ た．また，処理 区に関わ らず YD （56．9〜65．O％）＞WY （56．2

〜57．6％ ）＞HH （45．0 〜 46．0％） で
， 各品種間で有意な差が認 め られ ， 多収性品種，特に YD にお い て穂に 多く

の N が集積 され る こ とが 示 され た．シ ン ク サイ ズ （面積 当た り籾数 × 千粒重）lg 当 た りの 成熟期 の 穂 N 含

有 量は YD と W で HH よ 陏 意 ｝こ高く，シ ン ク活性力轍 、もの と考え られた，
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第 1表 施肥処理 （g／m2 ）．

基肥 分げつ 期
幼穂形成　 幼穂形成
期前期　　 期中期

出穂期
　　　　 計

驢 ニ ァ シグモ イドー」篭 一　 塩安　　＿遡 L＿ 塩安

CF 区

L区
S

4 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2
12

　 　 　 　 12

2　　　　　 2　　　　 2 121212

分げつ 期 は 移植 20 日後，幼穂形成期前期は出穂 20 日前，同中期 は前期の 10 日後

リニ ア ：くみ あい 被覆尿素LP コ ート100
，

シ グ モ イド1くみ あい 被覆尿素 LP コ
ートSS100．

い ずれ の 処 理 区もリン 酸 は 基肥 で 129／m2 ，カ リは基肥，幼穂形成期前期，中期 にそれぞれ 8，2，2g／m2 とした．

第 2 表 時期別 N 吸収量 （mg ／株）．
　 　 N N

品種 処理区

YD

幼穂形成期 出穂期 成熟期
幼穂形成期

〜 出穂期
出穂期

〜 成熟期

盟

HH

併

LS

併

LS

び

LS

3235744764516145753tg5675331ω c

〃 Ba 　β

148b100a136a

　A
128a100b

〃
「ea 　B

167a

68583894276284t780579759825100a 　 　　　 829
122a 　 メ1　　 988
137　a　　　　 1025
1ω a　 　　　 887
〃Oa 　 ／1θ　 987
102a 　　　 　 959

1αフ a　　　　 743
131　a　　θ 　　　　908
143a 　　　　895

1ua　b119a
　A

124alOO
　 a

〃 1a 　A
lo8　 aloo

　 b122a
　B

120　a

363264466311227204260192293　

夙

　

θ

　

β

babaaaaaba御

磊
響
揚
茄

1431508312614617916414970100altld
　 a　メ1

53　a100a

〃 6a 　ハ

143a100a9

／　 a 　／1
42　 a

斜体数字 は CF 区を 一100 とした場 合の 割合

同
一

品種 内の 異な る小文字ア ル フ ァベ ッ ト間 に は 5％水準で 有意差があ るこ とを示す．

異なる大文字ア ル フ ァ ベ ッ トで 示された品種間 に は 5％水準で 有意差 があるこ とを示す．

第 3表 肥料お よび 土壌 由来別 N 吸収量 （mg ／株〉．
　　　　　　　　 N 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　JV　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 7

品種 処 理 区
一

「廓
一一一一

肥萪苗莱
鬮豐一一

礪
■一幽

「葩萪昼辣i
■一一一

ヨヨ襲田莱
■一

YD 　 　 CF
　 　 　 L
　 　 　 S

WY 　　 CF
　 　 　 し

　 　 　 S
HH 　　 CF
　 　 　 L
　 　 　 S

34　 ／00c
240　716　a 　θ

177　 527b

35　 ’α尹 b
285　870 　臼　！監

276　 784a
45　 tOO　 c

298　657a 　 ハ

238　525b

289334299416330300274268294fao　 a

〃 6s 　A
／04arOO

　 879

　a　 ／1
72　a100a98

　a　 メ1
108e

76　 ノα1b
　9　 〃 　 G　A
140 　 185e

94　100a
　 O　 O　 b　 8
57　 6e　a

80　 10Vb
14　 18　 c 　A
129　 161a

287　 10ea
255　 89　 a　A
326 　 f13　 a

216　100a
227　 ro5　 a　 B
147　 68　a

180　 1aoa
177　 99　a 　B
164　 9t　 a

50216226212

フ
ー175

　

ハ
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凶

　

b
　

　

　

　

　

　

　

　

b

aabaaaaba

禦
〃

饗

蕩
審

93　 100a
129　 139　a　A
77　 83 　 a

lO3　 1αフ a

140　 136a 　 A
158　 153　a

137　 100e

166　 121a 　A
65　 47　a

斜体数字 ，
ア ル フ ァベ ッ トに つ い て は 第 2 表と同義、

第 4 表 穂 へ の N 分配 ， シン クサイズ および収量．

品種 処 理区

穂の N含有量　　穂へ の N分配率
　（mg ／株）　　　　　　　　　（96）

　 　 　 　 N
量／シ ンクサイズ

　　（mg ／9）

シンクサイズ

　（9／m2 ＞

精玄米重

（9／m2 ＞

YD 　　 CF
　 　 　 L
　 　 　 S

471597666100b127a
　A

141a

56．960
．465
．0

100b 　　　 12．3
106b 〆1 　 14．8
114　a　　　　 14．3

iOO　 ai20

　 a 　A
〃 7a

85789910341tMO　 b　　　 725
105bA 　761
〃 1a 　　　 811

WY 　　 CF
　 　 　 L
　 　 　 S
HH 　 　 CF
　 　 　 L
　 　 　 S

499569541342415403100a
〃4a 　ノ籀

10Ba
／00a
〃 1a 　 8
〃8a
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．045
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θ

　

O

aaaaaa脚

紹

柳

柳

卯

詔
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．6

1α 尹 a106a

　／1
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　7　 a

／02a 　 8
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79185e946713848850

1tmb105abA

〃2 旦

ノω b
／07b 　8
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〃 9a 　 O
〃 9　a

608672682571617557iα7b1

〃 ab 　8
〃 2altM

　 alOl

　 a 　 O
98　 a

斜体数字，アル フ ァ
ベ

ッ トにっ い て は 第 2 表と同義．
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